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１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

１－１．背景と目的

長久手市の公共交通は、当初は名鉄バスが中心であり、主に藤が丘方面へのアクセスに

重点が置かれていた。

そのような中、長久手市では平成10年７月にＮ－バスの運行を始め、現在は以下の４つ

を運行目的としている。

①市内交通空白地帯の解消

②公共施設の利便性向上

③高齢者や子供等の交通弱者の社会参加の促進

④子育て支援

その後の平成17年３月には、愛・地球博の開催に先立ち、市内初の軌道系公共交通とし

てリニモ（東部丘陵線）が開業した。これにより、市内に公共交通の基幹軸が形成され、

長久手市を取り巻く公共交通体系は大きく変わった。

それを受けて、利用者ニーズ等を把握するため、平成18年６月にはリニモ沿線住民の方々

や通勤・通学利用者を対象とした「公共交通の利用に関する調査」や、平成20年３月には

「Ｎ－バス利用実態調査」を実施し、公共交通の課題や改善を求める声を受けて、平成21
年４月１日から、通勤・通学の朝夕の利便性の向上を目的に加え、朝夕便の運行を開始し

た。平成21年９月１日には限られた保有車両を最大限活用して路線再編を行い、さらに平

成23年４月１日からはバス車両を１台増車した上で一部の路線のルートやサービス水準の

見直しを行い、さらに平成28年４月に一部見直しを行い運行を続けている。

平成21年９月１日に路線再編して以降、利用者数は増加を続けており、Ｎ－バスは市民

にとって欠かせないものとなっている。そこで、長久手市ではＮ－バスの運行を継続して

行うために、地域公共交通確保維持改善事業に取り組む。

長久手市の公共交通路線網
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１－２．必要性

長久手市では、平成21年10月に平成21年度下期～平成25年度の計画期間で「長久手市地

域公共交通総合連携計画」を策定し、引き続き平成26年５月に「第２次長久手市地域公共

交通総合連携計画」を策定した。さらに国の動向に対応した計画とするため、「第２次長

久手市地域公共交通総合連携計画」を活かして引き継いで「長久手市地域公共交通網形成

計画」を策定し、その計画期間満了を受けて、平成30年度に「第２次長久手市地域公共交

通網形成計画」を策定し、令和５年度までに公共交通の利便性を高めるために、下表の10
項目について具体的な取り組みを行うこととしている。

取り組みを確実に実行し継続していくため、今後３ヵ年の生活交通確保維持改善計画を

策定し、地域公共交通確保維持改善事業に取り組むことが必要となっている。

１－３．計画期間

地域公共交通確保維持改善事業の補助対象期間との整合性を考慮して、令和４年度事業

は2021年（令和３年）10月～2023年（令和５年）９月の２ヵ年とする。

種別 主要施策と計画事業

公共交通の

確保・維持・改善

（1）公共交通網の確保・維持

（2）利用状況やニーズに応じたバス路線への見直し

（3）移動困難者への支援の拡充

（4）Ｎ－バス及び新しい移動サービスの見直しの仕組

みづくり

利用促進方策

（5）企業と連携した公共交通利用促進の展開

（6）市民参加型の利用促進の展開・継続

（7）公共交通マップの更新

（8）周知・広報活動の強化

（9）各関係機関と連携した利用促進の展開

調査
（10）定期的な利用データ取得のための公共交通利用実

態調査
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２．地域公共交通確保維持事業に係る定量的な目標・効果

２－１．事業の目標

「第２次長久手市地域公共交通網形成計画」では、公共交通に関わる課題を解消し、利

便性の高い公共交通サービスの提供によって、人々の生活を支え、交流を育むことにつな

げるために、将来像及び基本方針を次のとおり掲げ、よりよい公共交通の実現に向けて取

り組む。

（１）将来像

（２）公共交通に関する取組の基本方針

基本方針１：各公共交通の連携

基本方針２：まちの変化への対応と持続性の確保

基本方針３：多様な移動ニーズへの対応

基本方針４：利用促進による維持・活性化

【公共交通ネットワークの将来像のイメージ】

みんながつながり笑顔があふれる公共交通
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（３）定量的な目標

【Ｎ－バス補助対象系統の目標】

① 市内公共交通の利用者数の増加

② 効率的な公共交通の確保

補助対象路線

年間利用者数

路線再編前

令和 2年度実績

（令和 2.04～
令和 3.03）

路線再編後

令和 3年度 4月

実績

目標

（令和 3.10～
令和 4.09）

中央線右まわり

（Ｒ２中央循環線）

32,370人/年 2,040人/年 25,000人/年

3,961便 192便 2,295便

中央線左まわり

（Ｒ２中央循環線）

27,915人/年 1,934人/年 24,000人/年
3,602便 162便 1,934便

西部線右まわり

（Ｒ２西部循環線）

17,182人/年 1,931人/年 24,000人/年
2,166便 162便 1,934便

西部線左まわり

（Ｒ２西部循環線）

20,267人/年 2,009人/年 25,000人/年
2,166便 192便 2,295便

中央線・西部線合計

（Ｒ２中央・西部循環線）

97,734人/年 7,914人/年 98,000人/年
11,895便 708便 8,458便

三ケ峯線
21,652人/年 1,765人/年 22,000人/年
2,523便 141便 1,689便

補助対象路線

１便あたり利用者数

路線再編前

令和 2年度実績

（令和 2.04～
令和 3.03）

路線再編後

令和 3年度 4月

実績

目標

（令和 3.10～
令和 4.09）

中央線右まわり

（Ｒ２中央循環線）
8.2人/便 10.6人/便 10.9人/便

中央線左まわり

（Ｒ２中央循環線）
7.7人/便 11.9人/便 12.4人/便

西部線右まわり

（Ｒ２西部循環線）
7.9人/便 11.9人/便 12.4人/便

西部線左まわり

（Ｒ２西部循環線) 9.4人/便 10.5人/便 10.9人/便

中央線・西部線合計

（Ｒ２中央・西部循環線）
8.2人/便 11.2人/便 11.6人/便

三ケ峯線 8.6人/便 12.5人/便 13.0人/便
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新型コロナウイルスの影響により、令和２年度の利用者数が大幅に減少し、現在でも影響が続

いているため、令和２年度を基準に目標値を設定する。また、令和３年４月から路線再編後の新

路線で運行することも考慮して目標値を立てる。

令和３年度の目標値は、令和３年４月に路線再編が行われたことにより、同ルートでの前年実

績値が得られないこと、また令和３年の実績値についても、令和２年度の４月と違い、緊急事態

宣言が発令されていなかったこと、さらに令和３年４月に発令された蔓延防止措置についても対

象エリアに含まれていない事等、昨年度と状況がかなり異なる。

①市内公共交通の利用者数の増加については、今後の新型コロナウイルス感染状況について未知

数であることを鑑み、令和２年度の実績を維持することを目標として計算した。中央線と西部

線については、令和３年４月の路線再編前の旧中央循環線と旧西部循環線を合わせた路線網と

ほぼ同じであることから、令和２年度の両路線の合計利用者数を基に目標を設定し、再編後の

令和３年４月の実績を基に路線ごとの利用者数に按分計算して設定した。三ケ峯線については

利用者が多い三ケ峯地区の路線は変わっていないことから、旧三ケ峯線の令和２年度実績を基

に目標を設定した。

②効率的な公共交通の確保（１便当たりの利用者数）については、上記①で設定した目標利用者

数に対し、再編後の運行便数に応じた１便当たりの利用者数を目標として設定した。
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【参考】

0.978

再編前

R2.04～R3.03 R3.04
R3.04～R4.03
（年間見通し）

利用者数 32,370人/年 2,040人/月 24,874人/年 25,000人/年

便　　　数 3,961便/年 192便/月 2,295便/年 2,295便/年

１便あたり利用者数 8.2人/便 10.6人/便 10.8人/便 10.9人/便

利用者数 27,915人/年 1,934人/月 23,532人/年 24,000人/年

便　　　数 3,602便/年 162便/月 1,934便/年 1,934便/年

１便あたり利用者数 7.7人/便 11.9人/便 12.2人/便 12.4人/便

利用者数 17,182人/年 1,931人/月 23,532人/年 24,000人/年

便　　　数 2,166便/年 162便/月 1,934便/年 1,934便/年

１便あたり利用者数 7.9人/便 11.9人/便 12.2人/便 12.4人/便

利用者数 20,267人/年 2,009人/月 24,640人/年 25,000人/年

便　　　数 2,166便/年 192便/月 2,295便/年 2,295便/年

１便あたり利用者数 9.4人/便 10.5人/便 10.7人/便 10.9人/便

利用者数 97,734人/年 7,914人/月 96,578人/年 97,000人/年 98,000人/年

便　　　数 11,895便/年 708便/月 8,458便/年 8,458便/年

１便あたり利用者数 8.2人/便 11.2人/便 11.4人/便 11.6人/便

利用者数 21,652人/年 1,765人/月 21,587人/年 22,000人/年

便　　　数 2,523便/年 141便/月 1,689便/年 1,689便/年

１便あたり利用者数 8.6人/便 12.5人/便 12.8人/便 13.0人/便

計算例）中央線右回りの場合：10.6人/便(４月実績)×2,295便/年(年間便数)÷0.978＝24,842人/年
※月平均に対する４月の割合：21,221人/H30.4月÷（260,513人/年(H30)÷12ヶ月）＝0.978

月平均に対する４月の利用割合
（H30実績参考）

再編後

・再編後の年間見通しの計算では、４月実績のみを年間に換算するため、通年の月平均に対する４月実績の割合を加味し
て計算

・通年の月平均に対する４月実績の割合は、新型コロナウイルス感染症の影響のない平成30年度実績を参考にすると
0.978倍となり、年間見通しは以下の要領で計算した。

路線 項目 目標

中央線
（R2中央循環線）

右回り

左回り

西部線
（R2西部循環線）

右回り

左回り

中央線・西部線
（R2中央・西部循環線）

合計

三ケ峯線
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参考：第２次長久手市地域公共交通網形成計画の目標設定

※現況値のうち、将来像と基本方針２のＮ－バスの１便当たり利用者数は 2017年実績、その他

の現況値は 2017年市民アンケート調査結果。

２－２．事業の効果

定量的な目標を達成することにより、次の効果が期待される。

・公共交通の満足度の向上による公共交通の利用者数の増加

・みんなが利用しやすい公共交通システムの確立

・公共交通をみんなで育むという意識の向上

・市民参加意識の向上による公共交通の利用促進への寄与

・自動車利用の適正化

将来像 目 標 評価指標 現況値
目標値

【目標年次：2023 年度】

みんながつながり

笑顔があふれる

公共交通

市内公共交通の

利用者数の増加

・市内各公共交通の

利用者数

・リニモ：4,138,781人/年
（市内 6駅の乗車客数）

・名鉄バス：794,000人/年
（市内バス停利用者数）

・Ｎ－バス：261,821人/年

リニモ：4,390,000人/年
（市内 6駅の乗車客数）

名鉄バス：794,000人/年
（市内バス停利用者数）

Ｎ－バス：271,000人/年

基本方針 目 標 評価指標 現況値
目標値

【目標年次：2023 年度】

基本方針１：

各公共交通の連携

市内公共交通の

利便性の向上

・各公共交通の利用

している人の割合

の増加

・リニモ ：54.0％
・名鉄バス：34.5％
・Ｎ－バス：22.9％

リニモ：57％以上

名鉄バス：37％以上

Ｎ－バス：25％以上

基本方針２：

まちの変化への対

応と持続性の確保

効率的な

公共交通の確保

・隣接市コミュニティ

バスと接続している

ことの効果の向上

・54.1％（「役に立った」

「やや役に立った」の回

答割合の合計）

60％以上

・Ｎ－バスの 1 便当

たり利用者数の増

加

・Ｎ－バス：9.8人/便 Ｎ－バス：11.4人/便

基本方針３：

多様な移動ニーズ

への対応

公共交通に

対する

満足度の向上

・公共交通を便利に

する取組の満足度

の向上

・19.7％（「満足」「ほぼ

満足」の回答割合の合

計）

25％以上

基本方針４：

利用促進による

維持・活性化

公共交通に

対する

市民意識の向上

・公共交通利用を考

える意識の向上

・22.1％（「公共交通利用

を第一に考える」回答割

合の合計）

25％以上

・各公共交通を利用

しない理由で「バス

がどのように走って

いるか分からない」

という回答割合の

減少

・名鉄バス：24.5％
・Ｎ－バス：28.1％

名鉄バス：20％未満

Ｎ－バス：20％未満
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３．目標を達成するために行う事業及びその実施主体

目標を達成するために取り組む10項目の具体的な事業は、以下の実施主体とスケジュー

ルで実施する。
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４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行

予定者

４－１．接続ニーズの高い施設と主な流動

流動は市西部の市街地に多く、市東部は一部の流動が多くなっている。

４－２．路線設定のイメージ

利用者の流動や市内の人口密集状況を踏まえ、下図のイメージを基本として路線設定を

行った。



- 10 -

４－３．運行系統の概要

（１）運行路線

アンケート調査や市民懇談会の結果を踏まえて、Ｎ－バスは５路線に集約し運行を行う。

市役所、市役所前、福祉の家、長久手古戦場駅の４箇所のバス停は、他のＮ－バス路線

への乗り継ぎポイントとする。（路線図は次頁参照）

（２）サービス水準

①運行本数・運行日・使用車両

運行は毎日行い、12/31～1/3までの年末年始は運休する。

車両は小型バス５台を使用し、各路線を運行する。

※：12/31～1/3の年末年始は運休

路 線 概 要

中央線

・南北方向の移動を支える幹線であり、人口増加が著しい長湫南部地区

での移動手段を確保

・利用ニーズが高いので双方向運行

西部線

・藤が丘線や中央線の２路線で補い切れない、市街地内の住民の足を確

保

・住宅密集地の外縁を通るので、幹線としての強化を目指し、双方向運

行

藤が丘線

・リニモから離れたエリアを最寄りの藤が丘駅へ接続

・名鉄バスとの役割分担と、市役所への移動利便の確保を考慮し部分的

に双方向運行

東部線

・一帯は人口が少ないため、主要施設の福祉の家、愛知医大、芸大通駅

を結びながら市役所に接続

・利用者は少ないが、主要施設を通るので双方向運行

三ケ峯線

・一帯は人口が少なく、移動ニーズを考慮して 2つのエリアを集約し市

役所に接続

・路線の延長が長くなるので、双方向運行

路 線

１日運行本数（本/日）

（1/4～12/30） 使用車両

平日 休日

中央線 １３ ９

小型バス５台で

各路線を運行

西部線 １３ ９

藤が丘線 ５ ５

三ケ峯線 ５ ４

東部線 ６ ５

合 計 ４２ ３２ －
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Ｎ
－

バ
ス

路
線

図
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②運行ダイヤ

運行ダイヤは以下の考えで設定を行い、下図に示す運行ダイヤで運行を行う。

・人口密集地を運行する中央線、西部線は運行回数を多くする。

・藤が丘線については、名鉄バスで検討されている路線と一部重複するため、競合し

ないように運行本数を確保するようにする。

・三ケ峯線、東部線については、利用状況に応じた運行本数にする。

ただし、三ケ峯線では、三ケ峯ニュータウン～東小学校間（前東公民館バス停）の

小学児童の通学時間帯に運行するように配慮する。

・他の路線への乗り継ぎ拠点とする「市役所」「市役所前」「福祉の家」「長久手古

戦場駅」では、待ち時間が短縮されるように他の路線との接続性に配慮したダイヤ

とする。

運行ダイヤ：平日

運行ダイヤ：休日

中央線
（右回り）

市役所 76 7

中央線
（左回り）

市役所 74 6

西部線
（右回り）

市役所 73 6

西部線
（左回り）

市役所 75 7

藤が丘線 市役所 62 5

東部線
（右回り）

市役所 49 3

東部線
（左回り）

市役所 50 3

ルート 起終点
所要
時間
（分）

運行
本数

（本/日）
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

三ケ峯線 市役所 57 5

中央線
（右回り）

市役所 76 5

中央線
（左回り）

市役所 74 4

西部線
（右回り）

市役所 73 4

西部線
（左回り）

市役所 75 5

藤が丘線 市役所 62 5

東部線
（右回り）

市役所 50 2

東部線
（左回り）

市役所 51 3

11時 12時ルート 起終点
所要
時間
（分）

運行
本数

（本/日）
6時 19時 20時

三ケ峯線 市役所 57 4

13時 14時 15時 16時 17時 18時7時 8時 9時 10時
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③運賃

ア 令和４年３月までの運賃

１乗車１００円とする。

ただし、「市役所」「市役所前」「福祉の家」「長久手古戦場駅」の４箇所の乗り継ぎ

ポイントでは、運転手が発行する『乗継券』により他の路線の利用を可能とする。

また、下記の方の料金は無料とする。

＜運賃無料の対象＞

１）中学生以下の小人

２）長久手市が発行した赤色の「あったかぁど」を携帯している人

３）就学前の児童１人につき同伴の保護者１人

４）妊婦

５）身体障害者手帳の所持者と付添者１人

６）療育手帳の所持者と付添者１人

７）被爆者健康手帳の所持者と付添者１人

８）精神障害者保健福祉手帳の所持者と付添者１人

今後の運賃体系について継続して検討を行う。
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４－４．運行期間

新たに策定した第２次長久手市地域公共交通網形成計画の計画期間は令和５年度までで

あり、計画期間中にＮ－バスの見直しを行い、引き続き運行を実施する。

４－５．運行事業者の決定方法

Ｎ－バスの運行を名鉄バス(株)に依頼しているのは、営業所及び車庫が市内に位置し、配

車する上で回送ロスが少なくなることや、代車対応が容易であるなど、立地面や運行経費

等での優位性が非常に高い状況にある。

また、平成10年７月にＮ－バスの運行を始めて以降、名鉄バス株式会社に運行を委託し

ており、これまでは特に問題なく運行を行ってきている。

このことから、引き続き名鉄バス株式会社に運行を委託する。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和４年度

事業
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４－６．地域公共交通確保維持改善事業の活用路線

4-6-1.地域間幹線系統について

（１）地域間幹線系統の概要

以下の①～⑧の全ての要件に適合することが必要となる。

①路線定期運行

②複数の市町村にまたがる系統

③広域行政圏の中心市町村、都道府県庁所在地、広域行政圏の中心市町村に準ずる生

活基盤が整備されていると都道府県協議会が認めたものへの需要に対応して設定

④１日当たりの運行回数が３回以上

⑤（計画平均乗車密度÷計画運行回数）の式によって算出される補助対象期間の１日

当たりの輸送量が 15～150人見込まれ、かつ過去２ヶ年連続して１日当たり実績輸

送量が 15人未満又は 150人超でない

⑥補助対象期間に当該系統の経常収益の見込額が補助対象経常費用の見込額に達していな

く、過去２ヶ年連続して経常収益が経常費用を越えていない

⑦補助対象期間の末日（9月 30日）において引き続き運行される

⑧第７条第５項に規定する改善計画を実施する系統であって、当該改善計画の期間終

了時において当該改善計画で設定した目標値を達成したもの

（２）地域間幹線系統の概要

Ｎ－バスでの適合性のポイントは②と⑤となる。

②に該当する路線は、名古屋市にまたがって運行する藤が丘線となる。

しかし、Ｎ－バスで最も利用者が多い藤が丘線でも⑤の要件の１日当たりの輸送量が15
人に満たないため、地域間幹線系統に適合するＮ－バスの路線はない。
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4-6-2.地域内フィーダー系統について

（１）地域内フィーダー系統の概要

・補助の適用を受けるには、下記①～⑦の全ての要件に適合することが必要となる。

①路線定期運行（Ｎ－バスに該当する内容のみ記載）

②次のいずれかの要件を満たす系統（Ｎ－バスに該当する内容のみ記載）

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統であること

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統であること

※Ｎ－バスの場合は、半径１㎞以内にバス停、鉄軌道駅がない地域を交通不便地域

としての指定を受ける必要がある。

③地域における既存の交通ネットワークや生活交通ネットワーク計画の地域間幹線系

統に係る部分の記載との調整・整合が図られている

④1）当該補助対象期間中に新たに運行を開始する、2）既に運行を開始しているもの

で生活交通確保維持改善計画に基づき新たに地方公共団体が支援を開始する、3）前

年度補助対象期間中から生活交通確保維持改善計画に基づき運行されている、のいずれ

かに該当する

⑤補助対象期間に当該系統の経常収益が補助対象経常費用に達していない

⑥補助対象期間の末日（9月 30日）において引き続き運行される

⑦（輸送人員÷運行回数）の式によって算出される補助対象期間の１回当たりの輸送

量が２人以上であるもの

★Ｎ－バスでの適合のポイントは上記の要件②となる。

＜上記の要件②を満たす系統のイメージ図＞

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統のイメージ図

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統のイメージ図

半径１㎞
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（２）Ｎ－バスで要件②を満たす系統

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統

・Ｎ－バスが接続する他市の路線の中において、補助対象地域間幹線系統の指定を受けた

路線は、下記の日進市の路線である。

●日進市くるりんばす：五色園線（Ｎ－バスと長久手古戦場駅で接続）

・見直し路線では、中央線、西部線、東部線が日進市くるりんばすの五色園線と接続する。

・このうち、東部線については見直し前の現在の運行系統と大半が重複し、前述の地域内

フィーダー系統の①～⑦の要件のうち、「④ 1）当該補助対象期間中に新たに運行を開

始する」系統に該当せず、要件④の 1）～3）のいずれも満たさない。

・そのため、補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統として適合する路線は、中央

線、西部線となる。

補助対象地域間幹線系統との接続箇所図：見直し路線のＮ－バス路線の場合

くるりんばす

五色園線

長久手古戦場駅で接続
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2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統

・半径１㎞以内にバス停、鉄軌道駅がない交通不便地域として指定を受けた範囲を運行し

地域間交通ネットワークに接続する路線が該当する。

・見直し路線では、三ケ峯線がその１キロ圏外を運行し、交通不便地域における地域間交

通ネットワークのフィーダー系統として適合する路線となる。

既存駅・バス停（リニモ・名鉄バス）から１キロ圏外の範囲図：見直し路線のＮ－バス路線の場合

（３）Ｎ－バスで要件を満たす系統のまとめ

地域公共交通確保維持改善事業のフィーダー系統の要件を満たす路線は、下記のとおり

となる。

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統

・中央線、西部線

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統

・三ケ峯線

リニモの

公園西駅で接続
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５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者

・運行経費の負担は、長久手市が行う。

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称

・補助対象事業者は運行事業者とするので、補助対象路線を運行する「名鉄バス株式会社」

が補助対象事業者となる。

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定手法

・法定協議会（地域公共交通会議）を補助対象事業者としないため、記載なし

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運

行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要

・地域内フィーダー系統確保維持の計画のため、記載なし

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に

準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧

・地域内フィーダー系統確保維持の計画のため、記載なし

１０．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項

・地域内フィーダー系統確保維持の計画のため、記載なし

１１．外客来訪促進計画との整合性

・外客来訪促進計画を策定していないため、「該当なし」
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１２．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付

＜各系統共通＞

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

市区町村名 長久手市

人　口

人口集中地区以外 14,217

交通不便地域等 902

人　口 対象地区 根拠法

902 岩作三ケ峯　 －

－ － －

－ － －

－ － －

　地域公共交通利便増進計画の策定年月日及び算定式適用開始年度

計画名 策定年月日 算定式適用開始年度

－ － －

－ － －

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する交通
不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に記載する
こと。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当しない
地区の人口を記載すること。

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以下、
「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要綱別表７
（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通不便地域の
人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計（重複する場合を
除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律（根
拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名等を記載
すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場合には、該当す
る区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と記載
すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運輸局長等が
認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。
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人口集中地区以外の範囲
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１３．車両の取得に係る目的・必要性

現行のＮ－バスで運用している車両は、平成２０年５月２１日に購入したものである。

累計の走行距離は６９万㎞超となっており、定期的な点検整備は行っているものの、部品の経

年劣化による故障の頻度が高まっているため、計画的に車両の更新を行い、車両走行の安定維

持に努める必要がある。

１４．車両の取得に係る定量的な目標・効果

（１）事業の目標

計画的な車両更新により、運行の安全性を確保することとし、もって利用者サービス及

び満足度の向上に資するものとする。また、修理、部品交換等に伴うメンテナンス回数

を３１回（～Ｒ３.３実績）から３分の２程度に減少させる

（２）事業の効果

運行車両は、初年度登録から１３年が経過しており、走行距離も６９万㎞を超えている。

本運行車両が走行する中央線及び西部線は、区域内住民の生活に必要不可欠な大型商業

施設へアクセスし、市民の広域移動を確保しており、三ヶ峯線は交通不便地域の公共

交通としてそれぞれ重要な路線である。令和４年度に本路線の車両を更新することに

より、今後も継続的に路線を維持することが可能となるほか、利用者の安全性確保に

寄与することが見込まれる。また、修理、部品交換の回数が減少することにより、安

定かつ快適な運行サービスを提供することが可能となる。

１５．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の負担者

・地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱「表 8」を添付

１６．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画

（１）車両の代替による費用削減等の内容

代替によるバス事業者等の費用削減

・令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日の整備・点検回数（31 回）が車両代替を行う

ことにより、年間 20 回程度に減少する見込み。（削減見込み費用：９１０千円）

（２）車両を活用した利用促進策

公共交通応援隊キッズイベントグループでの車両展示の実施

・多数の市民が集まるイベントにおいてコミュニティバスの車両展示、体験乗車を行
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い、認知度の向上を図る。

１７．貨客混載の導入に係る目的・必要性

・貨客混載導入経費国庫補助金を受ける計画がないため、記載なし

１８．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果

・貨客混載導入経費国庫補助金を受ける計画がないため、記載なし

１９．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額

・貨客混載導入経費国庫補助金を受ける計画がないため、記載なし
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２０．協議会の開催状況と主な議論

会議開催日 協議内容

＜第１回会議＞

平成２０年１１月２５日（火）

・長久手市地域公共交通会議について

・長久手市の公共交通の現状について

＜第２回会議＞

平成２０年１２月２２日（月）

・Ｎ－バス再編方針について

・通勤時間帯の運行について

＜第３回会議＞

平成２１年 １月１９日（月）

・Ｎ－バス（通勤通学時間帯）のルート・ダイヤについて

・日進市コミュニティバス（くるりんばす）の市内へのバス停設置

について

＜第４回会議＞

平成２１年 ２月 ６日（金）

・住民説明会の報告及びＮ－バス（朝夕通勤時間帯）のルート・ダ

イヤの修正案について

・Ｎ－バス（昼間時間帯）の再編概要について

＜第５回会議＞

平成２１年 ４月 ７日（火）

・Ｎ－バス（昼間時間帯）のルート再編案について

・長久手市地域公共交通会議設置要綱の改正（案）について

＜第６回会議＞

平成２１年 ４月２８日（火）

・Ｎ－バス再編案の修正及び運行ダイヤ案について

・長久手市地域公共交通総合連携計画について

＜第７回会議＞

平成２１年 ５月２８日（木）

・長久手市地域公共交通総合連携計画について

＜第８回会議＞

平成２１年 ７月 ７日（火）

・Ｎ－バス再編案の取りまとめについて

・長久手市地域公共交通総合連携計画案の取りまとめについて

・長久手市地域公共交通活性化・再生総合事業計画について

・Ｎ－バス朝夕便の利用状況について

＜第９回会議＞

平成２２年 １月２７日（水）

・平成21年度長久手市地域公共交通活性化・再生総合事業の評価に

ついて

・平成22年度長久手市地域公共交通活性化・再生総合事業の実施に

ついて

・日進市巡回バス（くるりんばす）の再編案について

・愛知学院大学・中西学園バスについて

・名鉄バスへのバス停設置要望について

＜第１０回会議＞

平成２２年 ６月１８日（金）

・平成21年度地域公共交通会議における決算（案）について

・地域公共交通活性化・再生総合事業の状況報告等について

・平成22年度事業計画（案）及び収支予算について

・地域公共交通会議における会議運営委託について

・公共交通利用実態等調査について

＜第１１回会議＞

平成２２年 ９月１３日（月）

・公共交通利用実態調査（中間報告及び課題の抽出）について

・地域公共交通活性化・再生総合事業費補助金交付決定について

＜第１２回会議＞

平成２２年１１月 １日（月）

・公共交通利用実態調査（集計結果補足）について

・Ｎ－バスのダイヤ等の見直しについて

＜第１３回会議＞

平成２２年１２月１３日（月）

・Ｎ－バスのダイヤ等の見直し（案）について

・Ｎ－バスのＩＣカード導入について

・平成22年度地域公共交通活性化・再生総合事業について

＜第１４回会議＞

平成２３年 １月２８日（金）

・瀬戸市コミュニティバスの市内へのバス停設置について

・Ｎ－バスのダイヤ等の見直しについて

・平成22年度地域公共交通総合連携計画について

＜第１５回会議＞

平成２３年 ３月２５日（金）

・平成23年度地域公共交通活性化・再生総合事業について

・平成23年度長久手市地域公共交通会議予算案について

＜第１６回会議＞

平成２３年 ６月２７日（月）

・平成22年度長久手市地域公共交通会議決算案について

・公共交通利用実態調査について

・市内公共交通の平成22年度、23年度４・５月の実績について

・地域公共交通確保維持改善事業（生活交通ネットワーク計画）に

ついて
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会議開催日 協議内容

＜第１７回会議＞

平成２３年 ９月１６日（金）

・公共交通利用実態調査について

・公共交通マップについて

・市内公共交通の６月からの実績について

＜第１８回会議＞

平成２３年１２月２１日（水）

・地域公共交通活性化・再生総合事業計画変更に係る補正予算案に

ついて

・公共交通マップ（シティガイドマップ）について

・公共交通利用実態調査結果について

・市制施行に伴う長久手市地域公共交通会議設置要綱等の改正につ

いて

・市内公共交通の９月からの実績について

・広報活動について

＜第１９回会議＞

平成２４年 １月３０日（月）

・平成23年度地域公共交通総合連携計画評価案について

・平成24年度事業計画案、予算案について

・公共交通利用実態調査結果報告書案について

・市内公共交通の12月からの実績について

・地域公共交通活性化・再生総合事業計画変更分の状況について

・広報活動について

・生活交通ネットワーク計画について

＜第２０回会議＞

平成２４年 ６月２１日（木）

・平成23年度長久手市地域公共交通会議決算（案）について

・生活交通ネットワーク計画（案）について

・周知広報事業について

・平成23年度地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会結

果報告について

・市内公共交通の平成23年度、24年度４・５月の実績について

＜第２１回会議＞

平成２４年１０月１９日(金)

・周知広報事業［（仮称）ながくて公共交通かわら版創刊準備号］

について

・平成23年度地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会結

果報告について

・長久手中央土地区画整理事業地内駅前広場について

・市内公共交通の６月からの実績について

＜第２２回会議＞

平成２５年 ３月２６日(火)

・周知広報事業［（仮称）ながくて公共交通かわら版創刊号］につ

いて

・地域公共交通確保維持改善事業の事業評価案

・平成25年度事業計画案、予算案

・市内公共交通の10月以降の実績について

＜第２３回会議＞

平成２５年 ５月３０日（木）

・平成24年度長久手市公共交通会議事業報告及び決算(案)について

・地域公共交通調査事業について

・生活交通ネットワーク計画(案)について

・利用環境改善促進事業について

・周知広報事業（のりゃあせ）について

・地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について

・市内公共交通の平成24年度、25年度４月の実績について

・長久手市広報でのお知らせ

＜第２４回会議＞

平成２５年 ８月２９日（木）

・公共交通に関する調査の実施について

・周知広報事業（のりゃあせ）について

・平成24年度地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会結

果報告について

・市内公共交通の平成25年度５月以降の実績について
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会議開催日 協議内容

＜第２５回会議＞

平成２５年１１月２７日（水）

・調査事業の国庫補助金の交付決定及び平成25年度補正予算案につ

いて

・公共交通調査結果概要及び総合連携計画の骨子について

・愛知医科大学発着の路線バスについて

・周知広報事業「のりゃあせ」について

・地域協働推進事業について

・市内公共交通の平成25年度８月以降の実績について

＜第２６回会議＞

平成２６年 ２月２０日（木）

・長久手市第２次地域公共交通総合連携計画案について

・周知広報事業「のりゃあせ」について

・地域公共交通確保維持改善事業（調査事業）の事業評価について

・市内公共交通の平成25年11月以降の実績について

＜第２７回会議＞

平成２６年 ３月２７日（木）

・平成26年度予算案及び事業概要案について

・長久手市第２次地域公共交通総合連携計画案について

・周知広報事業「のりゃあせ」について

・地域公共交通確保維持改善事業（調査事業）の二次評価結果につ

いて

＜第２８回会議＞

平成２６年 ５月２６日（月）

・平成25年度長久手市公共交通会議事業報告及び決算(案)について

・第２次地域公共交通総合連携計画案について（パブリックコメン

ト結果と計画策定）

・生活交通ネットワーク計画(案)について

・Ｎ－バスのバス停移設手続きに関する地域公共交通会議の協議が

調ったことの証明書の発行について

・公共交通かわら版「のりゃあせ」について

・市内公共交通の平成25年度、26年度４月の実績について

＜第２９回会議＞

平成２６年 ９月 ２日（火）

・長久手市第２次地域公共交通総合連携計画の公表について
・Ｎ－バス路線見直し検討について

・公共交通に関するシンポジウムの開催について

・公共交通かわら版「のりゃあせ第４号」について

・平成26年度５月以降の各公共交通事業者実績報告について

＜第３０回会議＞

平成２６年１２月１７日（水）

・平成26年度地域公共交通確保維持改善事業に関する自己評価につい

て

・Ｎ－バス実態調査の結果について

・公共交通に関するシンポジウムの開催について

・公共交通かわら版「のりゃあせ」の発行について

・平成26年度８月以降の各公共交通事業者実績報告について

＜第３１回会議＞

平成２７年 ３月２５日（水）

・平成27年度予算案及び事業計画案について

・Ｎ－バス路線再編について

・公共交通交流会の開催結果について

・公共交通かわら版「のりゃあせ第５号」について

・平成26年度12月以降の各公共交通事業者実績報告について

＜第３２回会議＞

平成２７年 ５月２５日（月）

・平成26年度長久手市公共交通会議事業報告及び決算について

・Ｎ－バス路線(案)について

・生活交通確保維持改善計画(案)について

・長久手市地域公共交通会議設置要綱改正(案)について

・市内公共交通の平成26年度、27年度４月の実績について

＜第３３回会議＞

平成２７年 ８月 ３日（月）

・Ｎ－バス路線見直し（案）について

・地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果について

・リニモＩＣカードの導入について

・市内公共交通の平成27年度５月、６月の実績について
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会議開催日 協議内容

＜第３４回会議＞

平成２７年 ９月２５日（金）

・Ｎ－バス路線見直し（案）について

・地域公共交通網形成計画について

・(仮称)公共交通応援隊及び公共交通ネットワーク調査研究会につ

いて

・市内公共交通の平成27年度７月、８月の実績について

＜第３５回会議＞

平成２７年１２月２２日（火）

・Ｎ－バス路線(案)について

・生活交通確保維持改善計画の変更について

・平成27年度地域公共交通確保維持改善事業に関する自己評価につい

て

・地域公共交通網形成計画(案)について

・(仮称)公共交通応援隊及び公共交通ネットワーク調査研究会につ

いて

・市内公共交通の平成27年度9月、10月、11月の実績について

＜第３６回会議＞

平成２８年 ３月１５日（火）

・長久手市地域公共交通会議設置要綱改正(案)について

・長久手市地域公共交通網形成計画(案)について

・平成28年度予算(案)及び事業計画(案)について

・Ｎ－バス（北部線、東部線）について

・公共交通かわら版のりゃあせ第６号について

・公共交通交流会について

・公共交通応援隊について

・公共交通ネットワーク調査研究会について

・市内公共交通の平成27年度12月、1月、2月の実績について

＜第３７回会議＞

平成２８年 ５月３０日（月）

・長久手市地域公共交通会議平成27年度事業報告及び決算について

・地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果通知について

・生活交通確保維持改善計画(案)について

・「みんなで育む公共交通交流会」の開催結果報告について

・公共交通応援隊活動報告について

・市内公共交通の平成27年度実績について

・長久手市の地域公共交通について

＜第３８回会議＞

平成２８年１０月２６日（木）

・公共交通応援隊平成28年度上半期活動報告について

・Ｎ－バス探検ツアー開催結果について

・のりゃあせ第７号発行について

・市内公共交通の平成28年度上半期実績について

・意見交換

＜第３９回会議＞

平成２９年 １月２５日（水）

・平成 28年度地域公共交通確保維持改善事業に関する自己評価（１

次評価）について

・Ｎ－バス停留所の変更について

・日進市巡回バス（くるりんばす）再編に係る料金体系の改定につ

いて

・名鉄バス路線再編（案）について

・市内公共交通の平成 28年 10月以降の実績について

・公共交通応援隊活動報告について

・のりゃあせ第８号発行について

・意見交換
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会議開催日 協議内容

＜第４０回会議＞

平成２９年 ５月３１日（水）

・平成 28年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告につ

いて

・平成 29年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）及び予算（案）

について

・地域公共交通確保維持改善事業について

・地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果の通知について

・公園西駅のバスターミナルついて

・公共交通マップの作成ついて

・公共交通ワークショップ開催結果について

・平成 28年度ネットワーク調査研究会の活動報告について

・平成 29年 1月以降の公共交通応援隊活動報告について

・平成 28年度市内公共交通の利用実績について

・意見交換

＜第４１回会議＞

平成２９年 ８月 ３日（木）

・公園西駅バスターミナル供用開始に伴う協議（Ｎ－バス三ケ峯線）

について

・Ｎ－バスの年末試行運行について

・公共交通市民アンケート（案）について

・公共交通マップ（案）について

・公共交通応援隊平成 29年度上半期活動報告について

・市内公共交通の平成 29年度上半期利用者実績について

・意見交換

＜第４２回会議＞

平成３０年 １月３０日（火）

・平成29年度地域公共交通確保維持改善事業に関する自己評価（1
次評価）について

・公共交通市民アンケート結果について

・Ｎ－バスの年末試行運行結果について

・長久手公共交通かわら版「のりゃあせ」第９号の発行について

・公共交通応援隊活動報告について

・市内公共交通の利用者実績（速報）について

・平成30年度長久手市地域公共交通会議のスケジュールについて

・意見交換

＜第４３回会議＞

平成３０年 ６月 １日（金）

・平成 29年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告につ

いて

・平成 30年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）及び予算（案）

について

・生活交通確保維持改善計画(案)について

・地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果の通知について

・公共交通アンケートの調査結果について

・平成 29年度公共交通ネットワーク調査研究会の活動報告について

・平成 29年度市内公共交通の利用者実績について

・高齢者等移動支援事業（定額乗合タクシー）の実証実験について

・意見交換

＜第４４回会議＞

平成３０年 ８月 ３日（金）

・新城名古屋藤が丘高速乗合バス「山の湊号」について

・小学校区別意見交換会の開催結果について

・第２次長久手市地位公共交通網形成計画骨子（案）について

・意見交換
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会議開催日 協議内容

＜第４５回会議＞

平成３０年１０月１５日（月）

・第 44回公共交通会議の結果について

・第 2次長久手市地域公共交通網形成計画に係る目標・評価指標に

ついて

・第 2次長久手市地域公共交通網形成計画に係る計画事業について

・Ｎ－バス年末運行について

・公共交通応援隊活動報告について

・Ｎ－バスダイヤ改正について

・平成 30年度上半期市内公共交通の利用者実績について

・意見交換

＜第４６回会議＞

平成３０年１２月１７日（月）

・第 2次長久手市地域公共交通網形成計画(案）について

・平成 30年度地域公共交通確保維持改善事業に関する自己評価（1
次評価）について

・Ｎ－バスダイヤ改正について

・定額乗合タクシー実証実験結果について

・公共交通応援隊活動報告について

＜第４７回会議＞

平成３１年 ３月１３日（水）

・第 2次長久手市地域公共交通網形成計画(案）について

・定額乗合タクシー検証結果報告について

・公共交通かわら版「のりゃあせ第 10号」について

・市内公共交通の利用者実績について

・意見交換

＜第４８回会議＞

令和元年 ６月 ５日（水）

・平成 30年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告につ

いて

・令和元年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）及び予算（案）

について

・地域交通確保維持改善事業について

・Ｎ－バス年末試行運行について

・高齢者等移動支援事業（定額乗合タクシー）の実証実験について

・Ｎ－バスの利用実態調査の実施について

・公共交通応援隊活動予定について

・平成 30年度市内公共交通の利用者実績について

・意見交換

＜第４９回会議＞

令和２年 １月１５日（水）

・平成 31年度(令和元年度)地域公共交通確保維持改善計画事業に関

する事業評価について

・Ｎ－タク実証実験結果の概要

・Ｎ－バスの利用実態調査結果の概要

・Ｎ－バスのルート再編に向けた意見交換会の開催結果について

・公共交通応援隊キッズイベントグループ活動報告について

・市内公共交通の利用者実績について

・意見交換

＜第５０回会議＞

令和２年 ３月１２日（木）

・Ｎ－タク実証実験結果について

・Ｎ－バス及びＮ－タクの役割分担について

・Ｎ－バス再編方針（案）について

・市内公共交通の利用者実績について

・令和２年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）及び予算（案）

について

・意見交換
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会議開催日 協議内容

＜第５１回会議＞

令和２年 ６月 ２日（火）

・令和元年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告につ

いて

・地域公共交通確保維持改善事業について

・地域幹線系統及びフィーダー系統の概要について

・二次評価結果の通知について

・生活交通確保維持改善計画について

・Ｎ－バス再編方針（案）について

・令和元年度市内公共交通の利用実績について

・意見交換

＜第５２回会議＞

令和２年１１月１２日（木）

・Ｎ－バス年末試験運行について

・Ｎ－バス再編方針（案）についてのパブリックコメント実施結果

について

・Ｎ－バス再編後の路線について

・Ｎ－バス運賃体系の改定について

・市内公共交通の利用者実績について

・意見交換

＜第５３回会議＞

令和３年 １月１２日（火）

・令和２年度地域公共交通確保維持改善計画事業に関する事業評価

について

・Ｎ－バス再編後の路線について

・市内公共交通の利用者実績について

・公共交通応援隊活動予定について

・意見交換

＜第５４回会議＞

令和３年 ２月１７日（水）

・Ｎ－バス再編後の路線について

・生活交通確保維持改善計画の認定について

＜第５５回会議＞

令和３年 ６月１日（火）

・令和２年度長久手市地域公共交通会議事業報告について

・決算報告について

・令和３年度予算（案）について

・地域間幹線系統及びフィーダー系統の概要について

・二次評価結果の通知について

・生活交通確保維持改善計画について（協議事項）

・公共交通応援隊活動報告

・公共交通ネットワーク調査研究会

・令和２年度市内公共交通の利用者実績について
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２１．利用者等の意見の反映状況

長久手市地域公共交通会議（法定協議会）の構成員として、市民及び利用者代表として

「公募委員」と「(株)あんしんネットあいち」の参画を得て、意見を反映して本計画を作成

した。

また、以降の（１）～（26）のとおり、利用者や住民に対してアンケート調査等を行い

ニーズや意見を把握して、長久手市地域公共交通会議（法定協議会）で審議を踏まえて、

本計画に反映した。

（１）リニモ沿線の公共交通の利用実態を把握するため、公共交通の利用に関するアンケート調

査を実施した。（実施：東部丘陵線連絡協議会、構成団体：愛知県、名古屋市、日進市、

瀬戸市、長久手市）

【実施時期】平成 18年 6～7月（郵送回収）

【回収率等】沿線住民：回収率 38.1％（配布 6,072人 回収 2,311人）

通 勤 者：回収率 69.1％（配布 2,380人 回収 1,644人）

通 学 者：回収率 33.0％（配布 4,030人 回収 1,330人）

（２）Ｎ－バスの利用実態や利用者の意向を把握するために、Ｎ－バスに関する利用者アンケー

ト調査を実施した。

【実施時期】平日：平成 20年 2月 29日(金)（郵送回収）

休日：平成 20年 3月 9日(日)（郵送回収）

【回収率等】平日：回収率 44.7％（配布 521人 回収 233人）

休日：回収率 37.5％（配布 285人 回収 107人）

（３）Ｎ－バスに関する住民の意向を把握するために、Ｎ－バスに関する住民アンケート調査を

実施した。

【実施時期】平成 20年 3月 3～14日（郵送回収）

【回収率等】回収率 39.6％（配布 4,000人 回収 1,585人）

（４）Ｎ－バス昼間帯再編案に関するパブリックコメントを平成 21年 5月 1日から 5月 31日ま

で行い、12件の意見が寄せられた。

（５）長久手市地域公共交通総合連携計画案に関するパブリックコメントを平成 21年 6月 1日

から 6月 30日まで行った。（意見は寄せられなかった。）

（６）Ｎ－バス再編に関する住民説明会を小学校区ごとに分けて５回開催し、意見や要望を把握

した。

【実施時期】平成 21年 5月 12、13、14、15、19日
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（７）市内の公共交通の利用実態や利用者の満足度等を把握するために、利用者アンケート調査

を実施した。

【実施時期】平成 22年 7月 7日(水)（郵送回収）

【回収率等】Ｎ－バス：回収率 42.8％（配布 304人 回収 130人）

名鉄バス：回収率 36.9％（配布 1,048人 回収 387人）

リ ニ モ：回収率 27.7％（配布 3,029人 回収 840人）

（８）市内の公共交通に関する住民の利用者特性や公共交通の満足度等を把握するために、住民

アンケート調査を実施した。

【実施時期】平成 22年 7月（郵送回収）

【回収率等】回収率 38.5％（配布 4,000人 回収 1,539人）

（９）連携計画の目標達成状況と、Ｎ－バスの利用実態や利用者の満足度等を把握するために、

Ｎ－バスに対する利用者アンケート調査を実施した。

【実施時期】平成 23年 10月 19日(水)（郵送回収）

【回収率等】回収率 45.0％（配布 218人 回収 98人）

（10）連携計画の目標達成状況と、市内の公共交通やＮ－バスに関する住民の利用実態や満足度

等を把握するために、住民アンケート調査を実施した。

【実施時期】平成 23年 10月（郵送回収）

【回収率等】回収率 42.3％（配布 1,500人 回収 634人）

（11）連携計画の評価及び検証と、連携計画の見直しを行うための基礎データとして、市民の移

動ニーズや公共交通の利用状況、利用意識等把握するために、住民アンケート調査を実施

した。

【実施時期】平成 25年 9月（郵送回収）

【回収率等】回収率 35.4％（配布 4,000人 回収 1,415人）

（12）第２次連携計画案に関するパブリックコメントを平成 26年 4月 7日から 5月 7日まで行

い、３名の方から意見が寄せられた。

（13）今後５年、１０年先を見据えた将来のＮ－バスのあり方について市民と協働で考えるため、

ワークショップを４回開催した。

【参加人数】１４名

【実施時期】第１回：平成 26年 11月 30日(日)、第２回：平成 26年 12月 21日(日)
第３回：平成 27年 1月 25日(日)、第４回：平成 27年 2月 22日(日)

（14）「長久手市に必要とされる地域公共交通の姿」を、みんなで考えていく“きっかけ”とす

るため、「みんなで育む地域公共交通交流会」を開催した。

【参加人数】５０名

【実施時期】平成 27年 2月 8日(日)
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（15）Ｎ－バス路線案に関するパブリックコメントを平成 27年 10月 1日から 10月 30日まで行

い、20件の意見が寄せられた。

（16）長久手市地域公共交通網形成計画案に関するパブリックコメントを平成 28年 1月 8日か

ら 2月 6日まで行った。（意見は寄せられなかった。）

（17）子どもに楽しく遊んで公共交通を知ってもらうため、「みんなで育む地域公共交通交流会」

を開催した。

【参加人数】約２６０名

【実施時期】平成 28年 3月 21日(月：振替休日)

（18）「親子 de楽しい！乗り♪ノリ♪ワークショップ」と題し、公共交通の利用促進を目的とし

て、親子で参加できる参加型ワークショップを開催した。

【参加人数】約３５名

【実施時期】平成 29年 3月 11日(土)

（19）形成計画の評価及び検証と、形成計画の見直しを行うための基礎データとして、市民の移

動ニーズや公共交通の利用状況、利用意識等把握するために、住民アンケート調査を実施

した。

【実施時期】平成 29年９月（郵送回収）

【回収率等】回収率 50.1％（配布 4,000人 回収 2,004人）

（20）次期形成計画の策定にあたり、住民アンケートだけでは把握できない日頃公共交通に対し

て感じていることや、困りごとなどを住民から直接聞いて、市の課題としてまとめて計画

に反映するため、市民ワークショップを小学校区ごとに分けて６回開催し、意見や要望を

把握した。

【参加人数】３５名

【実施時期】平成 30年 6月 23、29日、7月 2、4、7、11日

（21）第２次長久手市地域公共交通網形成計画案に関するパブリックコメントを平成 31年 1月 7
日から 2月 8日まで行い、２名の方から意見が寄せられた。

（22）Ｎ－バスの路線や運行計画の見直しに向けて、Ｎ－バスの利用実態、利用者の満足度、利

用ニーズ等を把握するために、ＯＤ調査、利用者アンケート調査、及び利用者ヒアリング

調査を実施した。

【実施時期】平日：令和元年 9月 4日(水) 休日：令和元年 9月 7日(土)
【回収率等】ＯＤ調査 ：回収率 86.5％（利用者 681人 回収 589人）※平日

回収率 89.4％（利用者 632人 回収 565人）※休日

アンケート調査：回収率 21.3％（配布 1,154人 回収 246人）

ヒアリング調査：回収率 51.5％（利用者 524人 回収 270人）※平日のみ
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（23）「ながくて のりもの フェスタ」と題し、公共交通の利用促進を目的として、学生と連

携して子ども向けのイベントを開催した。

【参加人数】１５６名

【実施時期】令和元年 9月 8日(日)

（24）Ｎ－バスの見直しを行うにあたり、平成 30年度に開催した意見交換会での意見や、日々、

市民のみなさんからいただく意見をもとに作成したルート案について、市民のみなさんと

ともに考え、Ｎ－バスの見直しの参考とするため、市民懇談会を小学校区ごとに分けて６

回開催し、意見や要望を把握した。

【参加人数】５４名

【実施時期】令和元年 11月 23、24、30日、12月 1、7、8日

（25）Ｎ－バス再編方針（案）に関するパブリックコメントを令和 2年 7月 1日から 7月 31日

まで行い、４８名の方から意見が寄せられた。

（26）「ながくて 乗り物 フェスタ」と題し、公共交通の利用促進を目的として、子ども向け

のイベントを開催した。

【参加人数】３３名

【実施時期】令和 3年 3月 20日(土)
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２２．協議会メンバーの構成員

＜第５５回地域公共交通会議開催時点＞

委員区分 氏 名 備 考

１ 第１号 樋口 恵一 大同大学 工学部 建築学科

２ 第２号 吉岡 実 名鉄バス㈱ 運行部運行課長

３ 〃 小林 裕之 公益社団法人愛知県バス協会 専務理事

４ 〃 天野 力 ㈱あんしんネットあいち 長久手営業所 営業次長

５ 〃 浦川 正 長久手市くらし文化部長

６ 第３号 佐藤 幸太 愛知県交通運輸産業労働組合協議会 幹事

７ 第４号 河合 千佳 公募委員

８ 〃 古賀 めぐみ 〃

９ 〃 二宮 いずみ 〃

１０ 第５号 山内 三奈
国土交通省中部運輸局 輸送・監査担当

愛知運輸支局首席運輸企画専門官

１１ 第６号 坂井 敏也 愛知県愛知警察署 交通課長

１２ 第７号 澤木 徹 愛知県都市・交通局交通対策課 担当課長

１３ 第８号 増岡 浩仁 愛知県尾張建設事務所 維持管理課長

１４ 第９号 加藤 正純 長久手市市長公室長

１５ 第１０号 矢野 正彦 愛知高速交通㈱ 総務課 担当課長
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【本計画に関する担当者・連絡先】
住 所 長久手市岩作城の内 60番地 1
所 属 市長公室企画政策課

氏 名 長谷川 千紗

電 話 0561－56－0600
Ｅ-mail seisaku@nagakute.aichi.jp

mailto:seisaku@nagakute.aichi.jp

